
●大井川鐵道の基本情報
区分 本線 井川線

営業区間 金谷～千頭 千頭～井川

営業キロ 39.5km 25.5km（ｱﾌﾟﾄ区間2.2km）

駅　数 20駅 14駅

軌　間 1,067mm 1,067mm

運行回数 平日：28回、土曜休日：33回 10回

軌　道 50kgNﾚｰﾙ（37kgﾚｰﾙ･40kgNﾚｰﾙ有） 22kgﾚｰﾙ（ｱﾌﾟﾄ区間のみ50kgﾚｰﾙ）

トンネル 14箇所（延べ4,070m） 61箇所（延べ7,712m）

橋　梁 96箇所（延べ1,603m） 55箇所（延べ2,120m）

踏　切 33箇所（第１種:22、第４種:11） ６箇所（第１種:４、第４種:２）

変電所設備 ２箇所 １箇所

 車　両※ 42両（C:5、ED:6、制:10、他:21） 37両（ED:3、DD:8、制:4、他:22）

社　員 112人（本社部門17人、現業部門95人）

※C:蒸気機関車、ED:電気機関車、DD:内燃機関車、制:制御車、他:客車

［大井川鐵道提供］

これまでに整理してきた現状 資料１
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●大井川鐵道の歴史

時　　期 内　　　　　　　　　　　容

大正14年３月10日 設立（旧大井川鉄道株式会社）

昭和２年６月10日 本線（金谷～横岡間6.5km）営業開始

昭和６年12月１日 本線全線開通

昭和24年12月１日 本線電化開通

昭和34年８月１日 井川線（千頭～堂平間26.6km）営業開始

昭和46年４月１日 井川線（井川～堂平間）廃止

昭和51年７月９日 本線ＳＬ復活運転

平成２年10月２日 井川線ｱﾌﾟﾄ式鉄道営業開始

平成４年10月13日 千頭新駅舎および駅前広場完成

平成12年10月１日 大井川鉄道(株)と昭和57年に分社化した大鉄技術ｻｰﾋﾞｽ(株)が
合併し、社名が大井川鐵道(株)となる。

平成26年７月12日 アジアで初めて機関車トーマス号を運行

平成29年６月16日 エクリプス日高(株)の完全子会社となる。

令和２年11月12日 本線五和駅を合格駅に改名、合格～神尾間に門出駅開業

［大井川鐵道提供］
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●これまでの経緯
時　　期 内　　　　　　　　　　　容

R4.8.10 大鐵社長が川根温泉笹間渡～千頭の運行について相談

R4.8.31 第１回 意見交換会開催(中部運輸局主催)

R4.9.23～24 台風15号により全線が被災

R4.10.8 千頭～接岨峡温泉(井川線) 運行再開

R4.10.13 第２回 意見交換会開催(中部運輸局主催)

R4.10.22 接岨峡温泉～井川(井川線) 運行再開 井川線全線運行再開

R4.12.5 第３回 意見交換会開催(中部地域局主催)

R4.12.16 金谷～家山(本線) 運行再開

R4.12.21 第４回 意見交換会開催(中部地域局主催)

R5.1.18 県知事あて要望書の提出

R5.3.22 第１回 大井川鐵道本線沿線における公共交通のあり方検討会開催

R5.4.17/5.11 検討会による現地調査

R5.6.5 担当者による打合せ

R5.6.19～20 (独)鉄道・運輸機構及び(公財)鉄道総合技術研究所による被災箇所調査

R5.7.12 (公財)鉄道総合技術研究所によるトンネル調査

R5.7.27 担当者による打合せ

R5.10.1 家山～川根温泉笹間渡（本線）運行再開

R5.10.11 担当者による打合せ

R5.11.29 第２回 大井川鐵道本線沿線における公共交通のあり方検討会開催

R6.1.26 担当者による打合せ

R6.1.29～2.29 「地域の声」聴取（計15回　63名とのヒアリング）

R6.3.13 担当者による打合せ
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時　期 会　議　名 内容

R5.3.22 第１回 大井川鐵道本線沿
線における公共交通のあり
方検討会開催

・大井川鐵道の現状の確認

R5.6.5 担当者による打合せ ・検討会による現地調査の現状報告
　　（復旧の長期化・トンネルの老朽化）
・(独)鉄道・運輸機構と(公財)鉄道総合技術研究所へ
　大鐵から技術的助言の依頼をした旨の報告

R5.7.27 担当者による打合せ ・(独)鉄道・運輸機構からの技術的助言についての現状
　報告

R5.10.11 担当者による打合せ ・(独)鉄道・運輸機構と(公財)鉄道総合技術研究所から
　の技術的助言を受けて大鐵が算定した運行再開に必要
　な費用について現状報告

R5.11.29 第２回 大井川鐵道本線沿
線における公共交通のあり
方検討会開催

・運行再開に要する費用の確認

R6.1.26 担当者による打合せ ・方針の確認
・検討会まとめ（案）の提示

R6.3.13 担当者による打合せ ・検討会まとめ（案）の確認
・地域の意見について報告

●検討会の経過
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調査日 調査箇所 参加者

４月17日 川根温泉笹間渡～地名（土木４箇所、軌道２箇
所）
地名～塩郷（土木１箇所、軌道１箇所）
下泉～田野口（土木13箇所、軌道7箇所）

中部運輸局
島田市、川根本町
中部電力(株)
静岡県

５月11日 川根温泉笹間渡～地名（土木3箇所、軌道1箇所）
地名～塩郷（土木1箇所、軌道1箇所）
田野口～駿河徳山（土木2箇所、軌道2箇所）
崎平～千頭（土木1箇所、軌道1箇所）

静岡県

６月19
　～20日

川根温泉笹間渡～千頭
（土木26箇所、軌道13箇所）
※土木施設と軌道を分けて調査

(独)鉄道・運輸機構
(公財)鉄道総合技術研究所
中部運輸局
静岡県

７月12日 トンネル４箇所
（笹間トンネル、悉太トンネル、田野口トンネル、
澤間トンネル）

(公財)鉄道総合技術研究所
中部運輸局
静岡県

●現地調査
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●被災状況
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●被災状況

区間 被災箇所数 運行状況

門出駅～神尾駅 ２箇所

R4.12.16運行再開

神尾駅～福用駅 ２箇所

福用駅～大和田駅 ２箇所

大和田駅～家山駅 １箇所

小計 ７箇所

川根温泉笹間渡駅～地名駅 ６箇所

運休中

地名駅～塩郷駅 ２箇所

下泉駅～田野口駅 １３箇所

田野口駅～駿河徳山駅 ２箇所

崎平駅～千頭駅 １箇所

小計 ２４箇所
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●被災状況

①地名～塩郷間 ②下泉～田野口間 ③下泉～田野口間

④下泉～田野口間 ⑤田野口～駿河徳山間 ⑥田野口～駿河徳山間
8



●施設の老朽化

笹間トンネル（覆工ﾌﾞﾛｯｸの抜け） 悉太トンネル(偏圧による歪み)

田野口トンネル(覆工の剥離) 澤間トンネル(覆工のひび割れ) 9



●運行再開に必要な費用

　(独)鉄道・運輸機構や(公財)鉄道総合技術研究所の意見を踏まえて、運行再開に
必要な費用等について、大井川鐵道が以下のとおり算定した。
　算定にあたっては、運行再開に必要な災害復旧と機能回復、運行開始後でも工事
可能な防災改良に分けており、運行再開に必要な費用は全体で約22億円となった。

※１：令和５年６月及び７月の調査に基づく結果のため、実際の施工時には変更の可能性有
※２：□は運行再開に必要な費用、このうち既存制度による国及び地方の補助を除いた大井川鐵道
　　　の負担額は8.4億円以上（国：約6.8億円、地方：約6.8億円）《要綱に基づく県の試算》
※３：防災改良は、災害復旧や機能回復と同時施工を想定して算定。施工時期・施工ロット等によ
　　　り増加する可能性有

（１）災害復旧

台風15号により被災した箇所の復旧 ･･･ 4.8億円

（２）機能回復

安全運行上必要な、経年劣化したトンネルや軌道の整備 ･･･ 17.3億円

（３）防災改良

再度の被災可能性を軽減し、安全運行を継続する上で必要な施設整備 ･･･ 5.4億円
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●不通区間への対応
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・町営の自主運行バスにて対応
・バスによる所要時間増は５分以内
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［大井川鐵道提供］

●大井川鐵道本線の利用状況

（単位：人）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

定期外 473,806 408,218 454,920 388,427 432,150 454,489 469,490 492,572 463,964 415,114 190,372 204,701 221,307

通学定期 153,540 155,040 132,660 141,930 97,590 76,350 58,020 48,420 65,640 54,360 38,460 35,460 24,420

通勤定期 54,720 53,700 50,790 44,460 41,310 37,860 39,030 39,180 37,500 33,240 32,460 36,780 29,880
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●大井川鐵道本線の運賃収入

（単位：千円）

［大井川鐵道提供］

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

定期外 455,351 386,240 430,299 381,322 444,664 495,916 473,483 516,707 489,383 445,131 147,635 221,144 204,321

急行料 131,148 112,693 139,282 153,025 185,404 200,670 194,171 205,948 192,955 152,260 63,463 58,965 72,264

通学定期 34,165 33,455 28,625 30,430 20,081 16,234 12,350 10,758 16,317 14,099 10,336 9,340 6,941

通勤定期 18,414 17,807 15,731 13,747 12,353 10,524 10,664 10,997 11,275 9,836 9,558 10,129 8,756
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●大井川鐵道本線の収支状況

［鉄道統計年報（国土交通省）及び会社資料］

事業 科目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

鉄道事業

営業収益 967,340 1,029,659 1,016,588 954,549 509,896 571,412 545,750

営業費用 961,128 1,025,432 1,029,580 1,056,929 962,993 914,944 901,602

営業損益 6,212 4,227 ▲ 12,992 ▲ 102,380 ▲ 453,097 ▲ 343,532 ▲355,852

その他事業

営業収益 201,877 646,834 644,052 804,714 460,107 614,835 764,584

営業費用 145,589 547,961 566,730 789,323 534,964 623,345 721,372

営業損益 56,288 98,873 77,322 15,391 ▲ 74,857 ▲ 8,509 43,212

全事業

営業収益 1,169,217 1,676,493 1,660,640 1,759,263 970,003 1,186,247 1,310,334

営業費用 1,106,717 1,573,393 1,596,310 1,846,252 1,497,957 1,538,289 1,622,974

営業損益 62,500 103,100 64,330 ▲ 86,989 ▲ 527,954 ▲ 352,041 ▲312,640

営業外損益 ▲ 17,545 ▲ 7,372 ▲ 12,787 ▲ 6,220 36,454 ▲ 9,259 83,886

経常損益 44,955 95,728 51,543 ▲ 93,209 ▲ 491,500 ▲ 361,300 ▲228,753

特別利益 271,457 308,088 86,499 119,459 254,080 542,346 235,694

特別損失 30,825 185,155 92,590 117,640 108,344 362,807 162,100

法人税等 1,097 1,096 1,096 1,097 1,097 856 856

当期損益 284,490 217,565 44,356 ▲ 92,487 ▲ 346,861 ▲ 182,618 ▲156,016

（単位：千円）
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●観光等への影響

［長期時系列【静岡県観光交流の動向】］

（単位：人）

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

島田市 2,847,870 2,024,028 1,896,746 1,966,063 1,510,933 1,930,058 2,554,345

川根本町 333,416 347,988 351,625 293,475 192,640 185,212 168,494
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●地元住民からの熱い期待

令和５年９月11日に地域の団体から
35,916筆の署名が提出された 16



●検討会構成員

所　　　　　　　　　属 職　　　　名

中部運輸局交通政策部交通企画課  課長

中部運輸局鉄道部監理課  課長

中部運輸局鉄道部計画課  課長

中部運輸局静岡運輸支局  首席運輸企画専門官

静岡県交通基盤部都市局地域交通課  課長

静岡県スポーツ・文化観光部観光交流局観光政策課  課長

静岡県経営管理部中部地域局  次長兼地域課長

静岡市都市局都市計画部  交通政策・MaaS担当部長

島田市地域生活部  部長

川根本町  副町長

中部電力株式会社 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰｶﾝﾊﾟﾆｰ静岡水力ｾﾝﾀｰ業務課  課長

大井川鐵道株式会社  代表取締役社長
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